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宮
城
朝
陽
同
窓
会

日
時
　
平
成
十

一
年

一
月
二
十
二
日
（金
）

会
場
　
仙
台

・
中
華
飯
店

「龍
鳳
苑
」

出
席
者
（敬
称
略
）

荻
原
　
大
麓
（中
１８
回
）

佐
藤
　
教
久
（中
２０
回
）

高
橋
　
由
巳
（新
１
回
）

永
澤
　
秀
夫
（新
２
回
）

小
野
寺
　
茂
（新
２
回
）

岩
井
　
鐵
也
（新
４
回
）

奥
田
　
慎

一
（新
５
回
）

小
林
　
　
滋
（新
７
回
）

大
藤
　
十里
賞
新
１０
回
）

武
田
　
幸
雄
（新
１０
回
）

田
上
　
八
朗
（新
１０
回
）

倉
成
　
正
也
（新
１１
回
）

渡
辺
　
豊
彦
（新
１６
回
）

阿
部
　
久
三
（新
２０
回
）

清
田
　
啓
夫
（新
２０
回
）

中
越
　
一
統
（新
”
回
）

吉
田
　
　
一九
（新
３９
回
）

秋
山
　
雄

一
（新
４２
回
）

斉
藤
　
毅
人
（新
４２
回
）

門
田
　
　
渉
（新
４３
回
）

川
崎
智
子
（新
４３
回
）
　
　
　
　
以
上
二
十

一
名

一
月
下
旬
の
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
に
変
更
し
て

同
期
会
だ
よ
り

数
客
備

の
出
席
者
を
！
と
期
待
す
る
も
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
よ
り
欠
席
者
が
相
次
ぐ
平
成

十

一
年
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。
恒
例
に
よ

り
岩
井
主
幹
事
（新
四
回
）
の
名
司
会
の
も
と
、
佐

藤
会
長
（中
２０
回
）
か
ち
は
昨
年
に
引
き
続
い
て
の

ご
挨
乾

一新
宿
高
校
出
身
者
よ
在
仙
大
学
に
来
た

れ
！
」
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
ま
た
、
十
年
来
当
会

の
会
長
を
務
め
た
同
氏
か
ら

「古
希
を
迎
え
た
の

で
、
そ
ろ
そ
ろ
交
替
を
…
」
と
の
辞
意
表
明
が
あ

り
ま
し
た
が
、
「し
ば
ら
，ぐ
駄
目
で
し
ょ
う
ね
」

と
全
会

一
致
で
留
任
が
決
定
。
引
き
続
き
、
高
橋

副
会
長
（新
１
回
）
の
乾
杯
の
ご
発
声
に
よ
り
高
弓

か
に
開
会
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
新
入
会
員
と
し
て
小
林
滋
（新
７
回
）

安
倍
久
三
（新
２０
回
）
秋
山
雄

一
（新
４２
回
）
の
三
氏

を
迎
え
た
だ
け
で
な
く
、
特
別
会
員
の
川
崎
智
子

氏
（新
４３
回
）
も
紅

一
点
、
東
京
か
ら
駆
け
つ
け
て

く
だ
さ
る
な
ど
、
事
務
局

一
日
、
心
よ
り
喜
ん
で

お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
参
加
者

一
人
ひ
と
り
か
ら
自
己
紹
介

と
近
況
報
告
な
ど
を
披
露
し
、
時
の
経
つ
の
を
忘

れ
さ
せ
る
ほ
ど
、
年
に

一
度
の
同
窓
会
を
満
喫
い

た
し
ま
し
た
が
、
「年
に

一
度
で
は
も
っ
た
い
な

い
」
と
の
ご
要
望
が
あ
り
、
開
催
時
期

・
内
容
と


